第12回まちつくり討論会レジメ（０６．８．２６）
葛城市のごみ処理を循環型社会の視点から考える　　　　　　　　

元大阪市立環境科学研究所微生物保健課長　春木孝祐
· はじめに
Ｑ：「ごみ問題」が各地で大きな問題になっているのはなぜですか？
Ａ：大量生産、大量廃棄が続けられるなか、環境汚染、財政負担などが深刻になっているからです。根本的な解決（ゴミをなくする・循環型社会の形成）のためには拡大生産者責任（製品の生産から流通、廃棄の段階まで生産者が責任を負うこと。産業界の反対で先送りになっている。）を明確にした対応が必要です。
「岩佐恵美　監修、「議会と自治体」編集部編：スッキリわかるごみ問題　解決のための必携書、新日本出版社、2005年7月（1700円）」より抜粋
· 葛城市廃棄物処理基本計画（2006年3月策定）と「明日の葛城市を考える会」施設見学（2006年7月25日）について
· クリーンセンター、リサイクルセンター建設計画について
「日本共産党葛城市委員会：ごみ焼却施設整備　平成25年度めどに、葛城民報　第13号、2006年7月」より
◎　私の提言
1． ごみを減らす（総排出量の削減）ことが１番、ごみを資源として利用する（リサイクル率を上げる）ことは３番である。ごみを出さない（ゼロエミッション、ゼロウエイスト）葛城市をめざすことを宣言（決意）することが重要。
· 市をあげた運動にしていく。（ごみの有料化をせずに）
· 減量によるごみ処理費の削減効果を明らかにする。

· 葛城市の廃棄物処理基本計画の最終年度（平成27年）における排出量削減目標を数値化する。
· 家庭系ごみ：日常生活における市民の行動目標を明確にする。
· 事業系ごみ：事業所ごとに削減計画を明確にする。
2． 当面は、ごみを資源として利用する（リサイクル率を上げる）ことを重点にし、焼却ごみをできるだけ減らす。
· 焼却炉建設計画を見直す。
· 広陵町のRDF炭化物を助燃材として利用することは十分に検討する。（葛城市としては合理的でない。）
· 剪定枝堆肥化にあわせ家庭ごみも堆肥化する。

３．焼却灰、飛灰の溶融固化について十分に検討する。

　　焼却ごみを減らせば、問題の多い高価な溶融固化をしなくても埋立て量を減らせる。
· 困ったこと

Q：プラスチックごみをどうするのか？　Ａ：とりあえず焼却でよいのでは？？　　
